
地域再生シンポジウム2019 in 岩手
令和元年9月5日(木）・6日（金）

持続的な広葉樹 利用による地域再生
～価値を向上し資源の利用拡大を探る～

1日目
9月5日（木）13:00～17:30

どなたでも参加できます
参加費無料・参加申込8月23日まで 会場 いわて県民情報交流センター

「アイーナ」7階
講演（各20分）

・多樹種・小径材利用による価値の向上
清和研二（東北大学 教授 ）

・北海道における広葉樹資源の特徴と小･中径木の利用拡大の可能性
－カンバ類に着目して－ 大野泰之（北海道立総合研究機構林業試験場 研究主幹）

・『FSC®森林認証×広葉樹資源』新たな地域木材マーケットの創造
～ワクワクが廻る～ 今村篤（岩泉町農林水産課 林業水産室長）

・岩手県の広葉樹林における有用材の価値向上に向けて
大塚生美（森林総合研究所東北支所 森林資源管理研究グループ 主任研究員）

・森林環境譲与税の評価基準から外れた旧薪炭林の広葉樹を
丁寧に活かすことが多雪地の地域再生には必要

紙谷智彦（新潟大学 名誉教授）

・小径木広葉樹の新しい価値の創造 ～森を活かす飛騨市の地方創生～
竹田慎二（飛騨市役所林業振興課 課長補佐）

・広葉樹資源を循環利用するための地域力 －近畿圏中山間地での
取り組み－ 山下直子（森林総合研究所関西支所 森林生態研究グループ長）

パネルディスカッション（60分）

・広葉樹資源の価値向上と利用拡大に向けて
モデレータ 田端雅進（森林総研東北支所 産学官民連携推進調整監）
パネリスト 清和研二・大野泰之・今村篤・大塚生美・紙谷智彦・

竹田慎二・山下直子・佐々木一弘
主催：（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所、国立大学法人 東北大学大学院農学研究科
後援：東北森林管理局、岩手県、岩手県森林組合連合会、小岩井農牧株式会社、ノースジャパン素材流通

協同組合

★問い合わせ先： (国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所東北支所 田端雅進 電話：019-648-3950



地域再生シンポジウム2019  in  岩手

2日目 現地見学会

・メール 下記事務局のアドレスへ「広葉樹参加」のタイトルで、「氏名」
「所属」「連絡先」と「懇親会・現地見学」の出欠を記載し、送信ください。

事務局：森林総研東北支所・田端雅進 E-mail butter@ffpri.affrc.go.jp

・FAX 以下に記入し、FAX番号：019-641-6747に送信ください。
※ 参加申込締め切り 8月23日(金)

氏 名 所 属
連絡先

（TELまたはE-mail）

9月5日
懇親会

参加費5,000  円

9月6日
現地見学会

参加・不参加 参加・不参加

参加・不参加 参加・不参加

参加・不参加 参加・不参加

参加・不参加 参加・不参加

参加・不参加 参加・不参加

9月6日（金）8:00～14:10（貸切バスで移動）

地域再生シンポジウム2019 参加申込の方法

※現地見学会のみの参加はご遠慮ください

※事務局では宿の斡旋等を行いませんので、宿泊が必要な場合、各自で手配いただきますようお願いします。

日程
８:00 盛岡駅西口バスプール集合 ― 8:30 盛岡木材流通センター・矢巾町 ― 
11:00 小岩井農場山林・雫石町・昼食含む ―  14:10 盛岡駅西口解散

（現地の状況によっては予定を変更する場合があります）
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